






ゑびす連 6 16 22
水玉連 7 9 16
娯茶平 12 28 40
菊水連 3 14 17
USFC 24 9 33
ラボ・パーティー 5 12 17
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男 子 女 子
ゲ ー ム ゲ ー ム
サ ッ カ ー ま ま ご と
おにごっこ おにごっご
野 球 サ ッ カ ー
水 遊 び 水 遊 び
ドッジボール ドッジボール
釣 り お 絵 か き
ブ ラ ン コ 手芸，読書
キャッチボール 一 輪 車
な わ と び な わ と び
かくれんぼ かくれんぼ
ト ラ ン プ ト ラ ン プ
缶 け り 鉄 棒
男 子 女 子
阿 波 踊 り 阿 波 踊 り
英 語 英 語
水 泳 水 泳
野 球 陸 上
公 文 金 管
少 林 寺 体 操
将 棋 バ レ エ
サ ッ カ ー ミュージカル
ピ ア ノ ピ ア ノ
速 読 ダ ン ス
ラ グ ビ ー バトントワリング
日 本 舞 踊 日 本 舞 踊
詩 吟 電子オルガン
硬筆，習字 硬筆，習字
そ ろ ば ん そ ろ ば ん
絵 画 絵 画
図6 遊び場所（複数回答）
図7 遊び相手（複数回答） 図8 遊び相手の年齢（複数回答）


































































男 子 女 子
ピ ア ノ ピ ア ノ
電子オルガン 電子オルガン
横 笛 横 笛
ギ タ ー ギ タ ー
ウ ク レ レ ウ ク レ レ
ヴァイオリン ヴァイオリン
太 鼓 太 鼓
箏
三 味 線
木琴・鉄琴
鉦
表3 保有楽器（複数回答）
川内由子
―１１６―
現代の阿波踊りに関する子どもの意識
―１１７―
モットーに指導している。また，幼い子どもに
対しても，大太鼓の「ドドンガドン」の「ドン」
の時に左足を前に出して踊りはじめることな
ど，踊りの基本から教えている。踊りの基本を
忠実に守りながら，新しいものを取り入れ，「ゑ
びす連」の踊りを受け継いでいってほしい。
と語っている。1）
「ゑびす連」では，幼児・小学生は男女問わず法
被の男踊りであるが，中学生になると，男子は男踊
りか鳴り物，女子は女踊りか鳴り物となる。以前は，
法被の男踊りを女性が踊る場合は20歳以上で女踊り
の経験が3年以上あることと定めていたが，現在は
高等学校を卒業すれば踊ることができる。男踊りに
は，女踊り以上の色気が必要だとされているからで
あろう。
「阿波踊りが好きだから」「家族が阿波踊りの連
に入っていたから」「友だちに誘われたから」など
の理由で，有名連に所属する子どもも多い。しかし，
中学に進学すると他のお稽古事との兼ね合いや部活
動，受験勉強などで，阿波踊りから退く子どもも増
えてきている。子どもが阿波踊りを続けるために
は，桟敷を踊るときの付き添いや日々の練習の送迎
など保護者の理解と協力が必須であり，何よりも保
護者も阿波踊りが好きだということも大切である。
阿波踊りの伝統の継承に子どもの果たす役割は大
きい。今回のアンケートを基礎資料とし，「ゑびす
連」，「水玉連」，「娯茶平」，「菊水連」を軸として後
継者の育成に対する取り組み，阿波踊りの継承につ
いて研究を続けていきたい。
本研究を進めるにあたり，ご協力いただきました
「ゑびす連」，「水玉連」，「娯茶平」，「菊水連」，
「USFC」，「ラボ・パーティー」の皆さまに心より
お礼申し上げます。
註
1）2015年3月20日 徳島にて取材
川内由子
―１１８―
